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˙ळాݝɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

２社がチϟーλーศ
にʯػܖศ化のظʮఆݝ

（ळ田տ৽報2017年２݄11）
県は10日、台湾の２社がळ田空港発着

のチャーターศ計13ศを26日から来月14
日にかけて順次運行すると発表した。ԕ
東ߤ空（台北市）が９ศ、エバーߤ空（౧
Ԃ市）は４ศを予定している。ԕ東ߤ空が
ळ田空港発着のチャーターศを運ߤする
のは初めて。メインは台湾人ཱྀ行者向け
だが、一部については台湾のཱྀ行ツアー
に参加する県民らを乗せて運ߤする。
台湾人による本県の観ޫニーズが高ま

る中、県観ޫ振興課は「本県側のཱྀ行需
要の実を積み重ね、定期ศ化の道筋を
つくるきっかけになればいいと」期待を寄せ
る。同課によると、台湾チャーターศは05
年度の61ศが最多。16年度は今回のศ
を含めると59ศとなり、過去２番目となる見
込み。

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹݝܗࢁ˙

16年のञ田ߓ
ίンςナऔѻ量、࠷高

（৽ฉ１݄10ܗࢁ）
本県།一の重要港湾・ञ田港の2016

年のコンテナ貨物取ѻ量が、過去最高
だった15年の２万2028個（20フィートコン
テナ換算）を上回る見込みとなっている。
15年は初めて２万個をಥ破したが、16年
は10月末の速報値で２万48個に上り、15
年同期より12％多い。今年８月には県内
初の外国籍クルーズ船の寄港も決まってお
り、コンテナ船、クルーズ船方の受け入
れ機能拡充に向け、整備が進んでいる。
16年はほぼ通年で週７ศ運ߤと増加し

た国際定期コンテナ船の２੭同時着岸を
実現するため、国は高࠭ふ಄岸壁延伸を
予算化し、現在、設計準備中。クルーズ
船の受け入れでは、ືݹふ಄で、大型船
に対応可能な係船பや接岸時のিܸを
和らげる防ݳ材の整備工事を進める。

ञ田ߓ l ຊ一 z に
地Ҭ׆性化ݙߩΛධ価

（৽ฉ2017年１݄1�よりܗࢁ）
ञ田市のञ田港が、地域活性化への

寄与など最も優れた港湾を顕জする日本
港湾協会の「ポート・オブ・ザ・イヤー2016」
に輝いた。同協会が13日に発行した情報
。で発表した。県内初の受「港湾」ࢽ
官民一体となったセールス活動による外国
籍クルーズ船の寄港（８月）決定やコンテ
ナ貨物取ѻ量の急増、市民主導の催し
によるにぎわい創出など、多方面にわたる
取り組みがධ価された。
同の受は東北でؠ手県大船
港、ळ田県船川港に続き３港目。ञ田港
は11年に東日本大ࡂ被ࡂ地の代替港
の機能を果たしたとして「特別」を受け
ている。

ถͰؖ༗ػ E- র໌交ྲྀ
-G ͳͲࢀՃ、情報交

（৽ฉ2017年１݄1�ܗࢁ）
有機 EL 照明に関する日韓の産学官

交流会が17日、米市の山形大有機エ
レクトロニクスイノベーションセンターで開か
れた。大手のLGをはじめ韓国の３社と
業界団体の関係者９人を招き、同大と米
市内の企業、県、市の担当者が世界
市場や技術開発の動向について情報交
換した。
参加各社が事業計画などを介。米

市からはパネルとث۩メーカー計４社が
参加した。交流会は業界団体の韓国ޫ
産業振興会から山大に提案があり、実
現。参加者は同大の研究成果の実証施
設「スマート未来ハウス」の視なども行っ
た。

ຊݝͰ国連ޫ؍会議
東北ॳ、དྷ年１ʙ２݄ఆ

（৽ฉ2017年２݄１ܗࢁ）
県は31日、国連世界観ޫ機関（本部

スペイン）の国連世界観ޫ会議が2017
年度に本県で開かれることが内定したと
発表した。正ࣜ決定は３月中०の見込み
で、開催されれば東北では初めてとなる。

開催時期は来年１～２月を想定。国内外
の観ޫ当局や観ޫ団体、メディア関係者
など情報発信力のある約200人の参加が
見込まれ、本県のインバウンド拡大が期待
される。
同機関は1975年に設立。観ޫ政策の
課題について協議するとともに、世界の観
ޫ統計の収集や分ੳを行っている。国内
での国際会議は2004年に石川県、05年
に࣎լ県、08年にฌݿ県、16年にಸ良
県で開かれており、本県は５݅ 目となる見
込み。本県では「ઇと観ޫをテーマとした
地域振興戦略」などでの議論を想定し、
十数カ国からの参加を見込む。

˙新潟ݝɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

通、Ϟスクワ՟物サービス
৽ׁ、ߐߓͳͲ͔ら

（৽ׁ報2017年１݄11）
日本通運（東ژ）は10日、新潟と直江
の両港を含む国内38港からシベリア鉄
道を利用してロシアのट都モスクワへ貨物
を送る輸送サービスを開始した。モスクワ
付近の港まで船で送る従来の輸送ルートよ
り、半月から１カ月ほど早くಧけられる。
新サービスでは、本県の港からコンテナ

船定期ߤ路に貨物をࡌせ、韓国・ז山港
を経てロシア・ウラジオストク港でՙ༲げし
た後、シベリア鉄道でモスクワまで輸送す
る。鉄道はसよりも早いため、輸送日数は
27～30日に短縮できる。新潟港から週４
ศ、直江港からは週２ศを予定してい
る。

第࢛ۜ、アリババとఏܞ
औҾઌの海外展։ޙԡ͠

（৽ׁ報2017年２݄11）
第࢛銀行（新潟市中央区）は10日、海

外進出支援サービスのアリババ（東ژ）と
業務提携した。第࢛銀は取引先にアリバ
バのサービスを提供し、海外向けの販路
拡大を後押しする。アリババによると本県
金融機関との業務提携は初めて。
アリババは、世界最大ڃの国際企業間
取引サイト「アリババドットコム」を運営する

ྻౡϏジωεલઢ
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県ிで調ҹࣜが行われ、香港貿易発
展局の周啓良上席副総裁があいさつ。
富山にはコメや日本ञ、ڕ介類といったお
いしい食材と優れた工ܳ品があると指摘
し、「生産者の輸出の機会を広げるととも
に、海外進出を考えている富山の企業を
サポートしたい」と語った。香港は輸入に
対する規制が少なく、関税もないため、農
林水産物をはじめとした国産品の輸出拡
大を目指している日本政府は主要なター
ゲットに位置付けている。

˙ੴݝɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ۚߓクルーズધڌ整備ଅਐ
ࣄ、国交লཁ望खԠ͑

（北中৽ฉ2017年１݄11）
୩本正ݑ知事は10日、国土交通省を

๚れ、県がクルーズ船の拠点校としての
機能強化を目指す金港の整備促進を
石井啓一国交相に要望した。୩本知事
は要望後の取材に「大変いい反応だっ
た」と話し、国交省と連携して2017年度
に予定する県の整備計画の策定を急ぐ考
えを示した。
୩本知事は、国が16年度に着手した

無量ࣉ岸壁の水深10メートル化工事に
加え、ٱ߃的な税関・出入国管理・ݕӸ
（CI2）や待合施設の設置、港内道路
の整備などの例を挙げて支援を求めた。
県は20年の東ྠޒژや金港開港50周
年を見ਾえたクルーズ船の定着に向け、
19年末までに金港の整備を完了させる
方。

ཹ学生のݝब৬ر望̒ˋ
ຊのʮब׆ʯਁ ಁͤͣ

（北中৽ฉ2017年１݄27）
金市周辺の大学に通う外国人ཹ学

生で県内に就職をر望しているのは6.4％
にとどまることが、市の調査で分かった。
企業を対象にした調査でもླཱྀ 学生の採用
予定を「ない」とした会社が８割近くに達し
た。ただ進路を決めていない学生やཹ学
生の採用をݕ討している企業もあり、市は
今後の取り組み次第で状況は変わると分
ੳし、対応をݕ討している。
就職予定地は「まだ決めていない」とし

た学生が34.1％で最多。「国」と答え

˙ݝࢁɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ࢁถ、中国ॳ輸ग़
+A ΈͳึとԷ࠷大ख

（北ຊ৽ฉ2017年１݄５）
富山米が初めて中国本土に輸出される

ことになった。JAみな （ึ入善町）とコメ
卸売最大手の明ਆ（ਆށ市）が２月、厳
しい規制のためにこれまではࠔ難だった
現地での販売に乗り出す。富裕層をター
ゲットに、北ژや上海などの大都市で需
要を開。国内の消費量が減り続ける中、
日本食ブームが広がる巨大市場で「富山
ブランド」の定着目指す。
農産物の輸出促進を掲げる農林水産

省は本年度、中国への流通でネックになっ
ているᗉ蒸の費用に対する補助制度を創
設。これを活用してਆ明など複数の業者
が輸出にむことになった。

ࠜٿ産チューリップݝ
Ͱ�000ຊ։Ֆ

（北ຊ৽ฉ2017年１݄2�）
県Ֆიٿ根農業協同組合（波市）

が市の協力で輸出したチューリップٿ根
が台湾・Յ義市で࡙き始め、23日に現地
でオープニングイベントが行われた。県産
チューリップٿ根の海外への輸出は26年
ぶり。Ն野修波市長や㥷੧哲Յ義市
長らが開Ֆをॕい、Յ義市を台湾での
チューリップの観ޫ拠点として発展させる
ことを確認した。
イベントはՅ義市のൟ華֗に近い文化
公Ԃで開催し、県オリジナル品種の「ԫ
小町」や「とやまレッド」を含めたチューリッ
プ３千本がプランター150個で展示されて
いる。Թஆな台湾の平野部ではツーリップ
は通常࡙かず、しいՖ を々市民が記念
。影したࡱ

構ஙརӹの関ޓ૬、ߓと߳ݝ
経済協力֮ॻにௐҹ

（北ຊ৽ฉ2017年２݄1�）
県と香港の貿易発展局は14日、方の

ビジネス交流の活発化に向けて協力する
覚ॻを取り交わした。県産品のアジアへ
の輸出や県内企業の事業展開を香港側
が支援する内容で、取引の拡大を通じて
相互の経済発展を目指す。

中国のアリババグループと、ソフトバンクグ
ループの合ห会社。アリババドットコムは、
企業が海外の取引先を探し、売り上げを
得るためのマッチングを行うサイトで、240
以上の国・地域のバイヤーがొ録してい
る。

ຊञ、՛ࢠ、ίメ
։ࢢ産、ロシアݝ

（৽ׁ報2017年２݄２）
県内の日本ञや՛子メーカー、コメ生
産者ら10社余りが、ロシア市場の開に
動き出した。３日にモスクワの在ロシア日本
大使館での商ஊ会にྟむほか、６～10日
にモスクワ中心部で開かれる同国最大ڃ
の食品見本市「PRODEXPO（プロドエク
スポ）」に共同で出展する。
ロシアには和食レストランが増えている
が、利用される食材の多くは中国や韓国
産だという。今回モスクワで商ஊにྟむの
は、北ઇञ造（ࠤ市）とܱञ造（上
ӽ市）、市島ञ造（新発田市）、ദ࿐ञ造
（長Ԭ市）、中川ञ造（同）、今代司ञ造
（新潟市中央区）のञ造６社と՛子大手
のブルボン（ദ࡚市）、新潟クボタの子会
社でコメ集 ・̔輸出の新潟農商（新潟市
中央区）、౾՛子の内山౻三商ళ（新
潟市ळ༿区）など。出ళ経費には、にい
がた産業創造機構（NICO）の補助金を
活用。準備や通༁などの実務面はJSN
（新潟市中央区）が担う。

৽ׁと地方の交ྲྀに力
ଙ中国૯ྖࣄ、ࣄにबあいͭ͞

（৽ׁ報2017年２݄̓）
１日に着任した在新潟中国総領事館

（新潟市中央区）のଙ大剛総領事が６
日、就任あいさつのため県ிを๚れ、米
山隆一知事と会ஊした。ଙ氏は「東北ア
ジアの交流は大事だ。新潟と中国の各地
方の交流に全力で取り組んでいきたい」と
意ཉを語った。
３代目の総領事となるଙ氏は遼寧省出
身。同省外事ห公ࣨ副主任、同主任な
どを歴任した。日本では1995年から１年
間、ळ田県内で国際交流員として働いた
経ݧがあるという。
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˙北ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

中国人ޫ؍消費、࠷大�7億ԁ
北３ݝௐࠪ

（北中৽ฉ2017年１݄2�）
シンクタンクの中部圏社会経済研究所

（名ݹ市）は23日、中国人観ޫ٬が
北３県で使う॓ ധやҿ食などの費用の
総額が2020年に最大で57億円規模にな
るだろうとの調査結果をまとめた。
中国人のԢ盛なߪങ意ཉは「രങい」

と呼ばれている。しかし、円高元安による
円ベースでの所得低下や、関税率の引
き上げで16年は勢いを失った。調査はこ
うした現状を౿まえ、国や各県などの統
計を基にࢼ算した。３県の延べ観ޫ٬
数は16年が推計８万７千人。年収の増
加が緩やかになる標準のケースでは20年
に26万６千人。３県での一人当たりཱྀ 行
消費額は16年の１万５千円余から、20年
は約１万4700円とわずかに減る。この結
果、ཱྀ 行消費の総額は15年の９億４千万
円（実）が16年は推計13億円。為替な
どを考 しྀて20年は23億円から57億円と
幅を持たせた。

˙ௗऔݝɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

高࠷ڈίンςナ量աߓڥ
62ˋ૿２ສ��2�ຊ

（ӄ中ԝ৽報2017年２݄11ࢁ）
境港管理組合は10日、2016年の境港

のコンテナ取ѻ貨物量（TEU、20フィート
換算、速報値）が前年比6.2％増の２万
4924本で過去最高になったと発表した。
輸出入ともに増加しており、企業に対する
境港利用の呼びֻけが功をしたとみら
れるという。
週５回の韓国ศ（ז山４回、東海１回）

と、週１回の中国ศ（上海）の取ѻ量
を合算した。韓国ߤ路は6.6％増の２万
1536本で、輸出はフィリピン向け合൘を含
む木製品や、ࢴの原料となるドライパルプ
などのࢴ・パルプが大幅に増えた。輸入で
はエンジンなどの産業機械や、ソーラーパ
ネルなどの電気機械が増加した。中国ߤ
路は3.8％増の3388本。輸出では電子部
品などの電気機械やࢴ・パルプが伸びた。
輸入は農機۩などの産業機械や鉄߯が

߳、ݝ と経済交ྲྀଅਐߓ
֮ॻక結、ݝ産の輸ग़֦大

（Ҫ৽ฉ2017年２݄16）
県は15日、香港貿易発展局との間で、

眼ڸやણ維などの県内工業製品、工ܳ
品、農林水産品の輸出拡大や、県内企
業の香港での事業活動支援など、井と
香港の経済交流を促進するための「相互
協力に関する覚ॻ」をక結した。
同発展局のベンジャミン・チャウ上席副
総裁が県ிを๚れ、西川知事とともに覚
ॻに調ҹした。同様の覚ॻはこれまでに
和歌山、ԭ縄、三重、富山県が結んでお
り、全国５県目となった。覚ॻには、県産
品の香港への販路拡大をはじめ˜相互
の市場に関する取引照会情報の提供˜
ビジネスにかかる相互๚問の促進˜それ
ぞれが関わるセミナー・展示会・商ஊ会へ
の参加促進－などに協力していくことが記
されている。

୮ೆの౷産業
ؖ国Ͱ発৴ॆ実

（Ҫ৽ฉ2017年２݄22）
୮南地域の市民や商工業者でつくる

「こしの都・ඦ済文化交流協会」（三田
村俊文会長）は21日、交流を続けている
韓国・ැ余܊のത物館に開設した୮南の
伝統産業を介するコーナーをリニューア
ルする。国の伝統工ܳ品に指定されてい
るӽ前和ࢴ、ӽ前࣫ث、ӽ前ম、ӽ前
打ਕ物、ӽ前ਠの商品を使い展示し、
その魅力を広く発信する。
韓国中央西部のਗ਼南道にあるැ余

。代にඦ済最後の都があった地ݹ、は܊
୮南地域に集積している伝統産業は、ඦ
済など大から伝わった技術文化が源と
いわれている。܊内にあるඦ済の歴史Ҩ
産は15年、国連教育文化機関（ユネス
コ）の世界Ҩ産にొ録された。展示コー
ナーは、世界Ҩ産の一つ定林ࣉᅿにある
定林ࣉᅿത物館の一֯にスペースの無
償提供を受け、11年に開設。୮南の伝
統工ܳ品を並べ、各産業の歴史をパネル
で介している。

た学生が３割程度で続いた。企業対象
の調査で、ླཱྀ 学生の採用を「ݕ討中」と
したのは16.4％、「予定している」と回答し
たのは3.7％だった。調査はࡢ年８～10月、
市内とその周辺の学生1506人、企業900
社を対象に実施。学生361人、企業354
社が回答した。

˙Ҫݝɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ຽ一ମͰཹ学支ԉ
費༻څ海外৬ମݧ

（Ҫ৽ฉ2017年２݄４）
県と公益財団法人県アジア人材基金

は、学生のཹ学を県内企業が支援する
新事業を立ち上げる。費用給付だけでな
く、各社の海外拠点での職場体ݧと語学
研修などを組み合わせたプログラムを提供
する。ཹ学前後にも各社でインターンシッ
プを行い、国際的視野を持った人材の県
内就職につなげる。
文部科学省と日本学生支援機構の
官民協働ཹ学支援制度「トビタテʂླཱྀ 学
JAPAN�日本代表プログラム」の「地域人
材コース」に採された。県内企業に関
心のある学生らを対象に３日からื集を始
め、初年度の2017年度は15人程度の支
援を予定している。県アジア人材基金が
実施主体となり、ણ維、化学といった製造
業を中心に県内15社が協力する。

会社ࢠ中国に、ࣄकߐ
ྉͳͲ輸ग़入ࡐࢠి

（Ҫ৽ฉ2017年２݄̕）
江守商事（本社井市、市川哲社

長）は８日、中国広東省の深圳市に子会
社を設立すると発表した。日ܥ企業が多く
進出する華南地区で、電子材料を中心に
化学品や合成थࢷの輸出入などを行う。
新たな子会社「江興（じΌんしん）貿易

（深圳）有限公司」は、中国政府が推進
する貿易や投資、金融の規制緩和をࢼ
行する「自由貿易ݧࢼ区」に設立。営業
開始は３月１日の予定。中国での子会社
設立により、江守商事の海外拠点は香港、
タイ、インドネシア、フィリピン、シンガポー
ルの計６拠点体制となる。
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に伴い、時間がかかっていた入国審査の
ਝ速化を目的に、市が７億６千万円（国の
補助金を含む）かけて設置。平２౩の
計約2800平方メートルで、入国審査ブー
スを20カ所まで開設できる。同局によると、
審査ブースが８カ所のത多港国際ターミナ
ルと比べ、３千人を審査する場合、最大
で約１時間の短縮につながるという。

ത༸ࣗ動ं
ޫ؍バス輸入

（ຊ৽ฉ2017年１݄1�）
民間ंݕ工場を営むത洋自動 （ं

Ԭ市ਢܙ町）は17日、台湾のバスメーカー
「ジーマモーター」と日本へのバス輸入ܖ
約を結んだと発表した。๚日外国人の増
加で観ޫバスの需要は伸びているが、国
内メーカーは供給余力にしいことから受
注が見込めるという。
ジーマ社は年間約450台のバスを販売

している。今回輸入するのは定員30人
超の大型バス。価格は１台3300万円か
らで、国産ंより割安という。現在、日本
向けに右ハンドル用の製造ラインを整備中
で、輸入開始は2017年Ն以降になる見
込み。18年に年間60台の販売を目指す。
台湾貿易センターԬ事務所によると、こ
れまで台湾から日本にバスを輸入した事
例はない。

Ԭࢢ、্ 海ࣄ所ഇࢭ
経費高ಅ、戦略ݟ͠

（ຊ৽ฉ2017年２݄̕）
Ԭ市は、།一の海外事務所である

中国・上海事務所を３月末で廃止する方
をݻめた。事務所経費の負担が重く
なったことや、地場企業が進出する海外
都市の多様化が背景にある。４月以降は、
海外の都市や団体と経済交流を促進す
る覚ॻ（MOU）をక結する戦略にり替
える。
Ԭ市は2005年、Ԭ県の上海事務

所を北州市、州電力と共有する形で
上海に進出。09年にಠ立して単ಠ事務
所を開設し、Ԭ市のPRや地場企業の
ビジネス支援、中国発着のクルーズ船誘
கなどに従事していた。

台湾からの観ޫ٬誘க促進を目指し、
一ാ電気鉄道（松江市、今Ԭ和志社長）
が台北市内に計画していた同グループの
駐在員事務所が10日に開所した。４月19
日には同市内で、現地のཱྀ行会社などを
招いた商ஊ会を開催する。
台北駐在員事務所は協力関係にある

現地ཱྀ行会社のオフィス内に設けた。今
後、現地のཱྀ行会社に向け、一ാグルー
プの観ޫ関連施設などを組み込んだツ
アーの造成を働きֻける。島根県内の観
ޫ情報のPRも代行し、インバウンド拡大
につなげる。

ɹӄɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹࢁ˙

্海͔らम学ཱྀߦ実ݱ
構༠கػӄॳ、インバンドࢁ

（ӄ中ԝ৽報１݄21ࢁ）
山ӄ両県と民間でつくる山ӄインバウン

ド機構（井善࿕代表理事）が誘கを進
めていた中国・上海の小学校の修学ཱྀ行
が実現する見通しとなった。視に๚れ
た上海の学校関係者が20日、明言した。
６月末から７月にかけ、ࣇಐ、保護者、教
員ら計100人程度の๚問を予定。山ӄཱྀ
行を10年間は続けたい意向も示した。実
現すれば、同機構誘கによる海外から山
ӄへの修学ཱྀ行は初となる。
視に๚れたのは、上海で小中学校

など６校を運営する教育集団のؠ泉副
理事長ら５人。同校は毎年、複数のグルー
プに分かれて、欧米や日本への修学ཱྀ行
を実施している。日本では、島県やذ
ෞ県、۽本県を๚ねるグループもあるとい
う。

˙ɹभɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

クルーズセンλーར༻100ສ人
（ຊ৽ฉ2017年１݄17）
2015年５月に開設したԬ市ത多区の

中央ふ಄クルーズセンターの利用者が16
日でྦྷ計100万人になり、અ目となった外
国人٬にՖ束と記念品が贈られた。ത多
港には今年、クルーズ船が過去最多とな
る371回（前年比43回増）寄港する予定
で、同センターは大いににぎわいそうだ。
同センターは、クルーズ船の大型化など

増えた。

ถߓ߳－ࢠศ１ສ人
๚ݎ٬ௐ、５カ݄Ͱୡ成

（ӄ中ԝ৽報2017年２݄1�ࢁ）
山ӄ両県で二つ目の国際定期ߤ空路
ઢとして就ߤした米子－香港ศの乗者
数が18日、通算１万人をಥ破した。2016
年９月14日の就ߤ以来、香港からの๚日
٬の利用がݎ調に推移し、当初の予定通
り５カ月余りで達成した。境港市ࠤ൹ਆ町
の米子空港で記念セレモニーがあり、અ
目の１万人目となった౸着ศの乗٬にՖ
束や記念品を贈り、大台達成をॕった。
香港ศは、本校ߤ空（本社・香港）が

174人乗りの機材を使い、水、土༵に各１
ԟ復を運ߤしている。運ߤの正ࣜ決定が
就ߤの約１カ月前で、PR不足が生じたこ
ともあり、９月、10月の乗率は50％台に
とどまっていたが、その後は右肩上がりで
12月に最高の72.9％を記録した。１万人
達成の推進役は利用の８割を占める๚日
٬。就ߤ前は団体٬が中心になると見込
まれていたが、実際は個人٬が予想以上
に目立っている。県などの関係者は香港
空側の現地でのએ伝や、ネットなどを通ߤ
じたௗ取県側のPRがਁಁしたと見てい
る。

˙ౡࠜݝɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

北Ͱদߐボλン PR
य़અ前のՖࢢͰ展ࣔ会

（ӄ中ԝ৽報2017年１݄22ࢁ）
台北市最大のՖ市「建国Ֆ市」で21

日、松江市が「松江大根島Դ୮」の展示
会を開催、28日のय़અ（旧正月）を前に、
Ֆをങいに๚れる台湾人にボタンや、ボ
タンで知られる松江市の日本庭Ԃ「由志
Ԃ」などをPRした。
ボタンは「富و」を象徴するՖとして台
湾を含む中華圏でまれている。松江市
は、大ྠで種類が豊富な「大根島Դ୮」
を2006年からほぼ毎年、この時期に展
示、年間約２千ുを台湾へ輸出している。

一ാిమグループ　北ࣄ所が
։所

（ӄ中ԝ৽報2017年２݄11ࢁ）
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や人຺などを進出の意ཉがある新興企業
に介。活用できる補助金やインキュベー
ト施設があれば、利用できるように助言す
る。Ԭ市によると、国家戦略特区を活
用して2015年12月に始めた在ཹ資格要
݅の緩和制度（スタートアップビザ）を使
い、台北市の新興企業２社が進出の準
備を始めているという。

フィンランド・ϔルシンキ市や、米国サンフ
ランシスコの創業支援拠点などと行ってい
る。
台北市とのక結は８日付で期間は３年

間。覚ॻでは、Ԭ市の創業支援施設
「スタートアップカフェ」と、台北市の創
業支援ワンストップセンター「Startup!
Taipei」が連携し、現地のビジネス環境

Ԭࢢと北ࢢが֮ॻ
৽اڵ業ਐग़支ԉͰ連ܞ

（ຊ৽ฉ2017年２݄11）
Ԭ市は10日、台湾・台北市と、それ

ぞれの都市にビジネス展開をݕ討する両
市の振興（スタートアップ）企業に対し、有
効な情報を提供し合うことなど盛り込んだ
覚ॻを結んだと発表した。同様の連携は
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